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イベントで行ったアンケートの調査結果報告書 

アンケート調査を実施しましたのでご報告します。 

 

記 

 

１． 目的 

本調査は、イベントに参加した方々の感想を明らかにし、評価・反省を可視化するこ

とで今後のイベントに生かすことを目的としている。 

２． 調査日情報 

 令和元年 9月 1日 イベント終了後 

３． 調査対象 

 イベントに参加した 9名の方々（男性 6名、女性 3名） 

４． 調査方法 

 当スタッフが配布、約 10分～20分 

５． 回収方法 

 回収数 9枚 回収率 100％ 

６． アンケート結果 

Q1本日参加した理由を教えてください。当てはまるもの全てにチェックしてください。 

 

７． その他 理由 

・採れたての野菜が食べたいから。 

件数

１．以前参加して楽しかったから 8

3

３．社員同士の交流が出来るから 4

４．農家さんや学生と交流が出来るから 6

0

1

２．農業に関心があるから

５．友人や家族に誘われたから

６．その他

本日参加した理由



 

 

Q2 プラグラムの満足度はいかがでしたか。該当するものにチェックしその理由をご記

入ください。 

 

１． 大変満足 

・お土産も沢山。料理も美味しかった。 

・短い時間で充実した時を過ごせました。 

・短い時間でしたが充実した体験が出来ました。 

・自分たちで収穫すると色々な発見や苦労が分かり、食に対する考え方が変わる。 

・原さんから様々なお話を聞くことが出来てとても為になった。 

8

3
4

6

0
1

0

5

10

Q1

件数

プログラムの満足度はいかがでしたか 全体 件数 割合

5 56

4 44

0

0

0
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２．満足

３．どちらとも言えない

４．やや不満

１．大変満足

５．不満

56%

44%

0%0%0%

Q2

１．大変満足

２．満足

３．どちらとも言えない

４．やや不満

５．不満



２． 満足 

・バターナッツを知らなかったので知れて、食事の時に原さんに色々聞くことが出来て

良かった。 

・前回よりも色々な収穫が体験できた。 

・もう少し作業が多くなってもいい。SDGsの話の説明ももう少し長くても良かった。 

・４種類もの夏野菜の収穫体験が出来て充実でした。かき氷も美味しかった。 

 

Q3プログラム内で最も良かったもの 1つにチェックしてください。 

 

 

 

Q4次回は参加しますか。該当するもの１つにチェックしてください。 

 

全体 件数 割合

１．摘果体験 2 22

２．夏野菜収穫 5 56

1 11

0 0

５．原さんのお話 1 11

0 0

３．昼食

４．SDGs

６．その他
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Q3

１．摘果体験 ２．夏野菜収穫 ３．昼食

４．SDGs ５．原さんのお話 ６．その他

全体 件数 割合

8 89

２．プログラムによって参加したい 0 0

1 11

0 0

9

４．参加しない

１．参加予定

３．時間が合えば参加したい



 
 

Q5 その他ご感想やご意見・要望・今後行いたいプログラムなどがございましたらご自

由にお書きください。 

・野菜の収穫、雑草取りでも良い。 

・色々な収穫体験をしてみたい。 

・普段スーパーであまり見かけないバターナッツかぼちゃを知ったりできて良かった。

今後も知らない野菜や調理を知れたらいいと思う。 

・皆さんで調理が出来たらもっと良かったかも。次に期待。 

・暑い中、楽しい時間をありがとうございます。 

・４時間とは思えない盛沢山なプログラムでとても楽しめました。昼食も美味しくいた

だきました。ありがとうございました。 

・いつもこうした企画感謝しています。今後もよろしくお願いします。 

 

アンケート結果を受けて（考察） 

・全体的に好印象の意見が多かった。 

・参加した理由には農家さんや学生と交流が出来るから、という意見の方が多かった。 

→私たち学生も非日常である農作業を一緒に行い、外部の方とお話出来る機会はなかな

かないためこの時間は大切にしていきたい。また、新鮮な野菜が食べたいから、という

意見はこのイベントを行う意味を改めて感じさせられ、とても嬉しい意見だった。 

・短い時間で様々な野菜の収穫体験を行ったことで充実感を得ることが出来た。 

・昼食に対し美味しかったとお褒めの意見があった。 

→前日まで試食しどの組み合わせが良いかを確認したのが良かった。バターナッツのよ

うに普段目にしない野菜の収穫体験・実食を次も行いたい。 

・昼食を一緒に作ることも含め、一緒に行う作業量を増やした企画をし、参加者の退屈
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１．参加予定 ２．プログラムによって参加したい

３．時間が合えば参加したい ４．参加しない



な時間を作らないようにする必要がある。調理方法をスタッフ全員が把握する必要もあ

る。 

以上 

 


